
わ
が
国
で
は
高
齢
化
が
急
速
に

進
行
し
、
長
い
高
齢
期
を
い
か

に
不
安
な
く
生
き
生
き
と
過
ご
す
か
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
高
齢
者
の
身
寄

り
問
題
等
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
在
、

社
会
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
お
り
行
政

の
役
割
は
大
き
な
も
の
と
捉
え
、
以
下

に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

①
認
知
症
基
本
法
で
努
力
義
務
と
さ

れ
た
市
町
村
認
知
症
施
策
推
進
計
画

で
、
本
町
の
実
情
に
即
し
た
具
体
的

施
策
は
。

②
予
防
の
観
点
か
ら
、「
軽
度
認
知
障

害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）（
※
１
）
」
等
の
相
談
、

受
診
の
現
状
は
。

③
認
知
症
に
寄
り
添
う
「
ユ
マ
ニ
チ

ュ
ー
ド
（
※
２
）
」
に
つ
い
て
の
認
識

と
推
進
の
考
え
は
。

④
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
・
啓

発
は
。

⑤
「
認
知
症
月
間
」
、
「
認
識
症
の
日

（
９
月
21
日
）
」
の
取
組
予
定
は
。

⑵
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り

体
制
に
つ
い
て

①
令
和
５
年
度
末
の
65
歳
以
上
の
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
、
男
女
比

率
は
。

⑶
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て

①
入
院
、
施
設
等
入
所
に
お
け
る
身

元
保
証
は
。

②
終
活
支
援
の
具
体
的
な
取
組
と
相

談
体
制
の
現
状

  

町　

長

町　

長  

⑴
①
計
画
の
中
に
新
た
に
「
認
知
症
施

策
推
進
計
画
」
の
項
目
を
設
け
、
具
体

的
な
施
策
と
し
て
ま
と
め
た
「
認
知
症

に
関
す
る
理
解
促
進
」
、
「
認
知
症
の
予

防
」
、
「
適
時
・
適
切
な
医
療
と
介
護
の

提
供
」
、
「
認
知
症
の
方
や
介
護
者
へ
の

支
援
」
の
四
つ
を
柱
と
し
て
認
知
症
に

関
わ
る
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
直

近
３
年
間
の
相
談
件
数
は
３
７
９
０
件

で
、
そ
の
う
ち
認
知
症
に
関
す
る
も
の

は
４
１
３
件
（
10
・
９
％
）
で
あ
る
。

③
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
取
組
は
「
町
高

齢
者
保
健
福
祉
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
４
」

の
趣
旨
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
関

係
機
関
に
よ
る
地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
を

通
じ
て
、
認
知
症
に
対
す
る
理
解
の
促

進
や
情
報
共
有
に
努
め
て
い
き
た
い
。

④
⑤
出
前
講
座
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
ほ
か
、
認
知
症
月
間
で
あ

る
９
月
に
は
パ
ネ
ル
展
の
実
施
や
Ｖ
Ｒ

認
知
症
体
験
会
な
ど
の
開
催
、
「
認
知

症
の
日
（
９
月
21
日
）
」
を
広
報
に
掲

載
す
る
ほ
か
、
町
内
事
業
者
な
ど
と
連

携
し
て
、
認
知
症
に
関
す
る
理
解
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑵
①
国
勢
調
査
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

単
身
世
帯
は
、
平
成
27
年
は
１
２
５
１

人
、
男
性
３
５
５
人
（
28
・
４
％
）
、

女
性
８
９
６
人
（
71
・
６
％
）
。
令
和

２
年
は
１
５
１
１
人
、
男
性
４
６
７
人

（
30
・
９
％
）
、
女
性
１
０
４
４
人

（
69
・
１
％
）
で
あ
っ
た
。

⑶
①
身
元
保
証
等
の
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
行
う
事
業
者
が
増
加
し
て
お
り
、

利
用
者
と
事
業
者
の
間
で
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
す
る
一
方
で
、
現
在
こ
う
し
た
事

業
者
を
規
律
す
る
法
令
等
は
な
い
。
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
情
報
収
集
に

努
め
て
い
き
た
い
。

②
終
活
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
会
を
開

催
し
た
ほ
か
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
、
Ｓ
О
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
高
齢
者
の
安

否
確
認
を
実
施
し
て
い
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る

後
見
実
施
機
関
業
務
の
令
和
５
年
度
の

相
談
件
数
は
20
件
で
あ
り
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
や
日
常
の
金
銭
管
理
、
相

続
、
死
後
事
務
事
業
に
つ
い
て
の
相
談

な
ど
を
受
け
て
い
る
。

  

再
質
問

再
質
問  

　

認
知
症
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域

の
方
々
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
度
の
普
及
・
啓
発
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
等
の
計
画
予
定
、
参
加
目

標
な
ど
現
時
点
の
状
況
は
。

  

答答  

　

認
知
症
月
間
の
９
月
に
は
認
知
症
の

方
の
世
界
を
知
っ
て
も
ら
う
体
験
会
な

ど
を
計
画
し
て
い
る
。
現
時
点
で
具
体

的
な
も
の
は
な
い
が
、
今
年
度
の
取
組

の
中
で
目
標
を
考
え
て
い
き
た
い
。

答問
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努
め
る

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

■ 一 般 質 問 ■ 

❾

問

2024.8 月号

岡本眞利子 議員
（政清会）

（
※
１
）「
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）」

認
知
症
の
前
段
階
に
あ
た
る
状
態
。
適
切

な
予
防
を
す
る
こ
と
で
健
常
な
状
態
に
戻

る
可
能
性
が
あ
る
。

（
※
２
）「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

「
見
る
」「
話
す
」「
触
れ
る
」「
立
つ
」
を

基
本
と
し
た
、
人
間
ら
し
さ
を
尊
重
し
た

認
知
症
の
ケ
ア
技
法
。


